


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の活動団体の代表 (区長、地域活動団体関係者)や公募による

住民からなる地域コミュニティ設立準備会を立ち上げ、ワークショップ形

式(小グループでの話し合い)で検討していきます。 

地区まちづくり計画では、今の地域の現状を把握し、目標とする地域

の将来像を考え、組織の柱となる基本理念を検討します。そして、理想

とする地域に近づけるために実際に取り組む事業と組織の委員構成を

検討します。 

その後、地域コミュニティを立ち上げ、コミュニティ組織が中心となって地域のまちづくりを進めていくこととなり

地域コミュニティのイメージ

つなげる つながる 地域のWA!
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はじめに 

 見附市の「地域コミュニティの推進」に向けた取り

組みについては、第４次見附市総合計画後期基

本計画(平成２３年３月策定)の重点プロジェクトの

一つとして位置づけられています。また「市民と行

政の協働の推進」という基本施策の実現にむけ、

平成１８年から地域コミュニティの構築にむけた取

り組みを行っています。市ではこの取り組みを市

内全域に広げていき、各地域が特色を生かしたま

ちづくりを進めてけるよう支援していきます。 

地域コミュニティってなに？ 

 概ね小学校区単位で地域のまちづくり（地域の

活性化・課題解決）に取り組むもので、町内のこれ

までの活動をベースに、地域住民と地域の活動団

体の力を結びつけ、より大きな力としてまちづくり

に役立てるものです。 

 

 

 このところ、お互いの助け合いや支え合いといった

“地域の絆”が以前と比べ弱まりつつあることが心配

されています。そして、地域の力が弱まってしまった

ことで、身近な問題でさえ簡単に解決することが難し

くなっているのが現状ではないでしょうか。 

頻発する大規模自然災害への対応や少子高齢化

の問題など、家庭や一町内、または行政だけでは解

決できない問題がたくさんあります。そして、それら

の問題を解決するには、普段の生活の中から隣近

所や地域内といった身近な人たちと顔の見える関係

を築き、もしも自分の力では対応が困難なことが起き

た時には、みんなで助け合えるような人と人とのつな

がりを普段から心掛けておくことが大切です。 

そこで市では、住民のみなさんが協力してまちづく

りを進める「地域コミュニティ」の取り組みにより、顔

の見える関係と確かな地域の絆を深め、自分たちの

まちが安心安全で、楽しく、いつまでも住み続けたい

地域となるよう、地域力の向上を図っていきたいと考

えています。 

 

・地域の敬老会や運動会    

停滞や中断に追い込まれていた行事などが、地域の

みなさんの新たなアイディアや工夫で、再び賑わいが

感じられるようになり、顔の見える関係づくりの場にな

っています。 

・花街道やフラワーロード 

地域で協力して沿線や通学路に花を植えることで、

街並みに彩りと安らぎの空間をつくり出し、まちをき

れいしようという意識が強くなりました。また、クリー

ン作戦の後に 1 人が 1 株の花を植えるなど、工夫を

しながら無理なく取り組んでいます。 

・運動教室や地域の茶の間 

お年寄りがいつまでも元気に健康で暮らせるよう、

認知症予防教室や運動教室、地域の茶の間を開催

し、高齢者にやさしい地域を目指しています。 

 

なんのために地域コミュニティ
を推進するの？ 
 

地域コミュニティで 
地域がつながりはじめています 
 

・地域住民からの準備会委員の選出 

地域の活動団体 (町内、各団体)から選出されたみ

なさんとコミュニティ設立準備会を立ち上げます。 

 

・地域コミュニティ設立準備会 

ワークショップ形式でコミュニティ設立に向けて、

地域の現状把握、将来像、基本理念、事業提

案、組織構成などが話し合われ「まちづくり計画」

が策定します。 

 
・地域コミュニティ組織の設立 

設立後は、こうなりたいという地域の姿の実現にむ

けた取り組みが始まります。 

 

地域での取り組みは？ 



行政からの支援は？ 

設立準備会の段階                               

 ○地域住民への啓発 

  ・懇談会の開催など様々な場面で、地域コミュニ

ティについて地域住民への理解を図ります。 

○計画策定、組織づくりへの支援 

  ・まちづくりアドバイザーと一緒に計画づくりをお

手伝いします。 

  ・地域の課題分析、先進地視察等を行います。 

○地域ふるさとづくり計画策定補助金 

・地域コミュニティ設立準備会で必要な費用のほぼ

全てを補助します。 

  地域コミュニティ組織立ち上げ後                       

 ○地域ふるさとづくり活動交付金の交付 

地域の課題を解決し、地域の活性化・振興を図っていくような地域コミュニティの取り組みに対しての

財政支援を行います。従来の補助金とは異なり、その使途を地域に委ねた自由度の高い活動資金と

なります。このほかにも様々な助成制度を設け、必要となる資金を助成しています。 

  ①活 動 費…【地域割】２０万円/地区、【人口割】２００円/人 

  ②総合補助金…従来、個々の地域活動団体や事業に対して交付していた補助金等を交付金に

統合して交付します。 

③人 件 費…地域コミュニティ組織の事務局職員の賃金、社会保険料等を交付します 

④初年度調度費…地域コミュニティ事業実施の範囲内で必要な備品等を購入する経費を初年度の

み５０万円を限度に交付します。 

行政からの支援イメージ                      

アイディア 

・ 地域の力と行政 のアイディア 

を 組み合わせた協働事業 

⇒ 農産物特産化 等 

財政支援 

・活動資金 

・事務局人件費 

⇒ ふるさと活動交付金 

つどいの場 

・地区ふるさとセンター 

動く 

・「コミュニティワゴン」 

ひと 

・ふるさとセンター長 

・職員サポーター 

つながり 

・ 市と の懇談会 

・ｾﾝﾀｰ情報交換会 


